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海
老
名
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
柳

下
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
及
び
会
員
の

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
休
館

や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
や
む
な
く
決
断

し
ま
し
た
。
一
方
で
、
市
民
の
皆
様
が

安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
各

種
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
治
会
に
お
け
る
様
々
な
活
動
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
大
き
く

貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

今
年
度
、
本
市
に
お
い
て
60
番
目
の

自
治
会
と
な
る
「
海
老
名
ザ
・
レ
ジ
デ

ン
ス
自
治
会
」
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
自
治
会
員
の
皆

様
に
よ
る
日
々
の
活
動
の
賜
物
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
員
の
皆
様
と
協
力
し
、

地
域
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
が
、
海
老
名

市
自
治
会
連
絡
協
議
会
並
び
に
自
治
会

員
の
皆
様
の
更
な
る
発
展
の
年
と
な
る

よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
老
名
市
は
本
年
11
月
に
市
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
に
と
っ
て
、

大
き
な
節
目
と
な
る
こ
の
年
を
様
々
な

催
し
と
と
も
に
市
民
の
皆
様
と
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
そ
し
て
１
０
０
周
年
に

向
け
て
海
老
名
の
「
元
気
」
を
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
今
後
も
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
前
を
し
っ
か
り

向
い
て
、
市
民
の
皆
様
が
「
元
気
」
に
、

「
笑
顔
」
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
今
で
き

る
こ
と
、
今
必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
て

全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
貴
会
の

更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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自
治
連
活
動
や
各
自
治
会
活
動
に
も
大

き
な
影
響
が
出
た
一
年
で
し
た
。
感
想

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
・
・
・　

　

自
治
連
は
、
４
月
の
開
会
総
会
か
ら

書
面
会
議
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
期
を
と

お
し
て
書
面
で
の
対
応
と
な
り
ま
し

た
。
新
規
31
名
の
会
長
と
は
６
月
に
対

面
に
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
集
ま
っ
て
の
情

報
交
換
も
な
く
な
り
、
親
密
な
係
わ
り

を
持
つ
機
会
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
継

続
さ
れ
た
28
名
の
会
長
と
は
関
連
す
る

部
会
で
の
限
ら
れ
た
接
触
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る

１
年
で
し
た
。
自
治
連
は
、
情
報
共
有

を
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
〝
密
〟
に

な
っ
て
地
域
の
課
題
や
難
問
の
改
善
を

図
る
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の
共
通
テ
ー

マ
を
も
っ
て
取
り
組
み
成
果
に
結
び
つ

け
る
団
体
で
す
。
こ
の
事
に
〝
制
限
〟

が
加
わ
っ
た
わ
け
で
、
大
き
な
壁
が
立

ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。

　

各
部
会
活
動
（
総
務
・
防
犯
・
防

災
・
Ｐ
Ｒ
・
広
報
）
で
は
、
密
を
避
け

な
が
ら
最
小
限
の
活
動
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
部
会
活
動
報
告
は
ま
と
め
て
本

誌
７
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
工
夫
を
重
ね
て
成
果

を
出
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
経
験
し
た
事
が
な
い
事
態
で
し

た
が
、
私
自
身
、
自
治
連
の
業
務
に
対

し
、
出
来
る
限
り
の
努
力
を
は
ら
い
対

処
致
し
ま
し
た
。

　

一
つ
の
病
原
体
が
世
界
的
な
こ
う
し

た
事
態
に
も
至
り
得
る
と
の
教
訓
・
認

識
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
出

し
の
棚
は
、
１
つ
増
え
ま
し
た
が
〝
宝

物
〟
に
は
し
た
く
な
い
引
き
出
し
で
し

た
。

　

各
自
治
会
活
動
状
況
も
、
ほ
と
ん
ど

の
自
治
会
は
特
有
の
主
要
行
事
等
、
実

施
に
至
ら
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
会
に
よ
っ

て
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ミ
袋
の
配
布
な
ど
、

様
々
な
工
夫
を
し
て
会
員
様
に
喜
ば
れ

た
と
の
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
県
や
市

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
達
も
あ
り
、
活
動

制
限
の
な
か
で
は
、
止
む
を
得
な
い
状

況
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
な
か
、

青
年
会
議
所
に
よ
る
市
内
限
定
で
の
花

火
打
ち
上
げ
が
10
月
末
に
あ
り
、
市
民

に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
関
係

者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
の
念
を
い
だ

き
ま
し
た
。

　

〝
コ
ロ
ナ
禍
〟
ス
タ
ー
ト
時
は
私
自

身
、
半
年
も
す
れ
ば
…
と
い
う
気
持
ち

で
い
ま
し
た
が
、
一
波
、
二
波
、
三
波

と
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
安
全
が
担
保

さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
が
一
日
で
も
早
く
適

用
さ
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。

状
況
が
長
引
く
中
、
自
治
連
活
動
で
沢

山
の
対
応
が
あ
り
ま
し
た
・
・
・

　

当
た
り
前
の
日
常
に
い
つ
戻
れ
る
の

か
？
一
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
宣
言
を
待
つ
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
当
面
は
、
昨
年
同
様
な
取
り
組

み
を
一
定
期
間
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
安

全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
た
状
況
に
な
い

と
諸
活
動
の
成
果
も
で
な
い
し
、
リ
ス

ク
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

時
々
で
の
最
善
を
尽
く
し
た
取
り
組
み

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市

や
県
央
３
市
及
び
日
常
対
応
に
つ
い
て

も
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
遠
方

の
白
石
・
登
別
と
の
交
流
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
提
案
も
い
た
だ

き
宿
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
コ
ロ

ナ
禍
を
起
点
に
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
会

の
在
り
方
等
を
考
え
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

自
治
連
活
動
へ
の
課
題
が
多
く
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
・
・
・

　

昨
年
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
60

番
目
の
自
治
連
加
盟
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
は
、
一
緒
に
活
動

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
加

入
率
の
課
題
や
諸
活
動
へ
の
対
応
等
、

個
々
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
対
応
し
て
行
か

ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
よ
り
市
内
６
か
所
あ
る
交

番
周
辺
に
お
い
て
、
巡
査
の
方
々
と
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
連
と
し
て
も
防
犯
活
動
を
一
層
深

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
気
象
状
況
は
一
昨
年

の
19
号
台
風
時
の
避
難
勧
告
の
例
も
あ

り
、
今
ま
で
に
経
験
が
な
い
様
な
事
が

現
実
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
区

防
災
の
考
え
方
を
今
ま
で
以
上
に
真
剣

に
考
え
る
時
が
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
想
で
も
あ
れ

ば
・
・
・

　

前
段
で
縷
々
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

我
々
会
員
の
な
か
に
も
多
く
の
医
療
従

事
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
先
ず
は
、
医
療

現
場
の
皆
様
に
感
謝
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
諸
課
題
へ
の
積
極
的
な
対
応

は
、
こ
の
様
な
情
勢
下
、
難
し
い
事
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
取
り

組
ん
だ
事
務
局
組
織
の
充
実
は
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
の
皆
様
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
建
設
も
始
ま

り
ま
し
た
。
加
入
促
進
に
向
け
た
ア
プ

ロ
ー
チ
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
何

と
か
新
し
い
仲
間
を
確
保
し
集
団
活
動

を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
見
え
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
仕
組
み
の
改
善

や
知
恵
を
集
約
し
、
新
し
い
活
動
展
開

を
追
求
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
税
収
減
で
大
変
な

年
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
活
動

へ
の
影
響
は
最
小
限
に
と
担
当
窓
口
に

は
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
普
通
の
日
常
を
早
く
取

り
戻
し
た
く
、
願
う
ば
か
り
で
す
。
一

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

柳
下
自
治
連
会
長
に
聞
く

コ
ロ
ナ
禍
で
の
諸
対
応
・・・

　

昨
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
。
一
定
期
間
の
学
校
休
校
や
行
政
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
、

公
共
施
設
の
使
用
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
活
動
も
重
点
行
事
の
お

祭
り
や
福
祉
事
業
の
敬
老
会
等
全
て
中
止
。
活
動
も
休
眠
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
マ
ス
ク
・
消
毒
・
手
洗
い
・
う
が
い
が
毎
日
の
習
慣
と
な
っ
た
一

年
で
し
た
。
年
後
半
か
ら
の
急
激
な
感
染
拡
大
は
年
明
け
に
も
拡
大
が
続

き
、
１
月
に
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
―
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
う
誰
も
経

験
し
た
事
の
な
い
感
染
症
、
ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
か
ら
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
へ
―
一
年
を
振
り
返
っ
て
柳
下
会
長
に
伺
っ
て

み
た
。

　
ご
あ
い
さ
つ
　
海
老
名
市
長　

内
野　
　

優
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国分寺台４丁目自治会長

Ｂブロック長　前田　正晴　
Ａ１　市内有数の高齢化地域なので、地区社協と共同でイベントや見守り
などの町おこし施策を手掛けてきましたが、人との接触が出来ないコロナ
禍では、それらのアプローチが閉ざされてしまい茫然自失のスタートでし
た。
Ａ２　班長さん以上で集まる定例会議は９月から再開しましたが、感染症
対策のため公園での青空会議とし、美化デーも役員のみに限定して会議の
時に簡単に実施しております。
Ａ３　悩みや心配事がありましたら気兼ねなく役員や会長へ相談ください。
市役所や社協、民生委員児童委員などのサポート窓口と一緒に解決を探り
ます。地域助け合いです！
Ａ４　自治会は平時は地域福祉や街おこしと将来への積立、非常時は緊急
対応や助け合いを行いますから資金が必要になります。
　今回は、集金を年一回にまとめ、また振込を初めて導入し手数料を自治
会負担としました。自治連ブロック会議で情報共有ができ参考になりまし
た。
Ａ５　行政へは、未曾有の感染症対応でのご尽力に深く感謝をいたします。
要望としては、医療関係者へのきめ細かい支援や協力のお願とコロナ禍で
お困りの世帯へのセーフティネットの拡充を是非ともお願いします。

河原口第一自治会長

Ｃブロック長　田口　信行　
Ａ１　建物の老朽化による自治会館リフォームが令和２年３月に終了し、
新たなスタートを切る矢先、新型コロナウイルス感染拡大により、運営
面でイレギュラーな対応が重なり多方面にご迷惑をおかけしましたが、
会員及び利用者皆様のご理解とご協力により、大きなトラブルもなく一
年を過ごすことができました。
Ａ２　定時総会（書面会議）において、各イベントは原則中止とし、状
況により随時判断する方向でスタートしましたが、結果的には全て中止
といたしました。各会議については当初は書面会議にて実施。６月以降
は３密等に注意し、従来通りに開催いたしました。
　尚、児童遊園（８カ所）、サイクリング道路の清掃は荒廃が進んでい
たため、環境面、安全面を考慮し、児童遊園は７月、８月、３月に実施。
サイクリング道路は７月、９月、10月、12月に実施しました。
Ａ３　リフォームにより新たに生まれ変わった自治会館でのサークル活
動や各イベント開催を会員の皆様も心待ちにしていた中、７月より条件
付きにてサークル活動の利用を再開しました。従来の７～８割程度の利
用状況でありますが、利用者の皆様より清潔感、安全性、使用しやすい
等のリフォーム効果の声を多数いただきました。
Ａ４　全てのイベント中止を受け、自治会費は従来の１／２で徴収しま
した。
　集合住宅は５月、戸建会員等は新型コロナウイルスの影響により、９
月に個別徴収しました。尚、賛助会費は11月に従来通りご協賛いただき
ました。
Ａ５　コミュニティセンターは市、自治会館は自治会が管理・運営して
います。
　新型コロナウイルスの感染症対策において、品薄状態により入手困難
であった消毒液、体温計等の消耗品、備品については市より事前に補填
していただけると助かります。

国分北一丁目北自治会長

Ａブロック長　坪内　直文　
Ａ１　年初より経験しないリスクを負いながらの一年でした。密集、密接により会議や
情報伝達にも制約され何かと消化不良の1年です。この状況が早く終息することを願い、
今後の教訓として問題を共有していきたいと思っています。
Ａ２　公園清掃には昨年と同じ方々に参加いただきました。参加者にはマスクをお礼に
配布しました。又、敬老の集いが中止になり対象者にはお祝いのお菓子を配布させても
らいました。その他の行事も感染防止への周知協力により、縮小しながらも実施いたし
ました。
Ａ３　経験したことがないコロナ禍の中、人と接することを制限されたこの一年、孤独
にならず、自助、共助、公助の下に自治会はあります。高齢化が進む折、退会せず今後
も自治会を支えて貰いたいと思っています。
Ａ４　状況を見ながら、時期をずらしての集金を実施しました。コロナ禍の中、会員さ
ん、集金をされた班長さんへの周知徹底をし、理解、協力を得られたことに感謝したい
と思います。
Ａ５　自治会の役割、意義、関心にはいろいろな意見があると思われますが、自治会員
だけの活動には無意味さを感じます。地域の自主防災、コミュニティ、環境管理、防犯
はすべての地域住民全員参加でなくてはいけない。理想としてはすべての市民が地域の
自治会員として負担をし、共助されるべきと思います。

サンパルク650自治会長

Ｅブロック長　成田　和生　
Ａ１　自治会任期は４月からですが、いきなり緊急事態宣言
が発動され、自治会の活動停止状態に陥りました。
　一方で、住民の考えも一様ではなく、コロナ感染に慎重な
人もいれば、自治会活動を強く望む人もいて、大いに悩みま
した。
Ａ２　「高齢者地域ふれあい事業補助金」の支給が一時取り
やめになり、年度内の住民ふれあい関連事業は基本的に中止
しました。
Ａ３　本年度の自治会活動は、３密を防ぐため、ほぼ役員の
みの活動（公園清掃・防犯パトロールなど）を行っており、
一般会員の方々皆には、活動が見えにくいと思います。しか
し、自治会費集金に伺った際にはコロナ禍の自治会活動に理
解を示してくださる方も居られ、有難かったです。
Ａ４　例年、前期・後期の２回、自治会費·募金の集金を行
うのですが、コロナ対応で、募金の納入期限が12月へ変更に
なったので、前期·後期を11月以降に一括集金することにし
ました。
　６月は緊急事態宣言明けでしたが、マスクや手指消毒液は
入手困難でしたので、自治会役員の戸別訪問を避けられたの
は大変助かりました。
Ａ５　札幌や東京・大阪など大都市で、新型コロナの第３波
が発生しました。今後も諸活動の制限などがあれば、海老名
市の広報誌などで直接住民に周知していただけたら有難いで
す。

上今泉二丁目自治会長

Ｄ１ブロック長　星野　隆一郎　
Ａ１　３月頃からコロナの影響が広がり、４月７日に緊急事態宣言が発出された時にはこれは大
変な年になるなと感じました。さらに小学校にも感染が拡大し「どこの学校なんだって」と周り
のうわさになった時には差別が広がるのを恐れました。その後、感染は治まってはおりませんが、
マスクをし・３密を避け・ソーシャルディスタンスを守る等に慣れ、今では学校での感染も聞か
なくなりました。守るべきことをしっかりまもり油断せずにwithコロナの生活をワクチンができ
るまで頑張っていこうと思っています。
Ａ２　コロナ対策をしっかり行い、３月にすばやく新任班長会議を開催できたことが後々の自治
会運営をスムーズにしました。計画したほとんどの行事は中止としましたが、７月からは屋外の
みのパトロール・美化活動を再開しました。また自治会費・募金の徴収もどんどん後送りとなり、
やっと９月に行えました。班長さんの負担を軽減するため以前から年１回の徴収を目指していま
したが今年実施でき、来年以降も年１回での徴収の目処も立ちました。
Ａ３　今年は会議や親睦行事もあまりできず顔を合わせることができなかった事もあり、電話で
の質問や要望が大変多くなりました。会員の皆様どんなことでも結構です、遠慮なく電話をお願
いします。またLINEやEmailの活用もお願い致します。
Ａ４　殆どの事業を中止としたため、通常の約40％減（７ヶ月分）で徴収しました。自治会役
員・委員は通年通りとしました。
Ａ５　コロナ禍の中での災害が心配です。避難所には隔離ができるパーティションを準備してく
ださい。また昨年の台風19号の時の市民アンケートの中で避難でなかった理由のペットの問題、
避難距離の問題に具体的対策をお願いします。.

東柏ケ谷一丁目北自治会長

Ｄ２ブロック長　植木　文夫　
Ａ１　令和２年は新型コロナウイルスの感染防止対策で明け暮
れた１年でした。
　感染防止対策の観点から総会をはじめ、夏祭り、敬老事業な
ど多くの事業が中止になり、回覧板の中止も余儀なくされまし
た。今年度は地域の繋がりが薄れたという危機感をもちました。
Ａ２　コロナ禍で事業らしい事業ができないなか、７月に町内
会長と組長の頑張りで会員向けに指定有料ゴミ袋（10Ｌ、20
枚）を配布することができました。
　また、東柏ケ谷一・二・五丁目自治会で、令和３年１月に感
染防止対策を図りつつ合同「どんど焼き」を開催しました。
Ａ３　今年度は、コロナ禍の為、会員の皆さんとイベント等で
集まる機会を持てませんでしたが、工夫を凝らして代替案を考
え対処いたしました。しばらくコロナの影響は続くと思います
が、今後とも自治会に対し、皆さんのご理解・ご協力をお願い
致します。
Ａ４　会費は、規約通り年会費を徴収しましたが、多くの事業
が中止になった為、残額は、今後予測される自治会館の修理積
立を行い、その残りを翌年度の繰越金とする予定です。年会費
を半額にした自治会もあるようですが、その自治会ごとのやり
方でいいのではないかと思います。
Ａ５　令和３年度についても、コロナワクチン接種が始まらな
ければ、年度前半の活動は無理ではないかと思います。

　今年度は〝コロナ禍〟
で通常の年と異なり、
かって経験した事もな
い対応を余儀なくされ
たという大変な一年で
もありました。編集部
ではこうした状況を踏
まえ、各ブロックの代
表者でもある自治連副
会長（ブロック長）へ
各設問に答えていただ
きました。

厳
し
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
活
動
‼

Ｑ
１　
今
年
度
は
大
変
な
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

Ｑ
２　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
主
要
行
事
等
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
、

　
　
　

特
別
な
事
が
あ
れ
ば
ご
教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
３　
自
治
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
何
か
あ
れ
ば
・
・
・

Ｑ
４　
自
治
会
費
の
処
置
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
?!

Ｑ
５　
行
政
や
自
治
連
へ
何
か
あ
れ
ば
・
・
・
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何
も
し
な
い
努
力

大
谷
自
治
会　
　
　
　

会
長　

三
廻
部　

均.

　

５
年
前
の
平
成
27
年
に
、
大
谷
自
治

会
70
年
記
念
誌
「
き
ず
な
」
の
編
集
委

員
に
、
当
時
の
生
産
組
合
長
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に
は
、
大
谷

の
人
の
繋
が
り
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
は
、
自
治
会
役
員
に

選
任
さ
れ
、
編
集
委
員
の
取
材
時
な
ど

で
体
験
し
た
大
谷
の
底
力
が
大
谷
自
治

会
運
営
の
礎
な
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
令
和
２
年
度
の
大

谷
自
治
会
長
と
し
て
自
治
会

運
営
を
任
さ
れ
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
令
和
元

年
度
通
常
総
会
の
開
催
中
止

か
ら
、
公
民
館
の
一
時
閉
館
、

役
員
会
・
会
議
な
ど
の
自
粛
、

美
化
デ
ー
・
公
園
清
掃
が
中

止
と
な
り
、
さ
ら
に
、
メ
イ

ン
行
事
の
敬
老
の
つ
ど
い
・

公
民
館
ま
つ
り
の
中
止
と
自

治
会
事
業
が
全
く
機
能
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

自
粛
と
中
止
の
案
内
・
連
絡

な
ど
の
周
知
と
な
り
「
何
も

し
な
い
・
何
も
で
き
な
い
」

も
ど
か
し
さ
が
、
こ
ん
な
に

も
大
変
に
な
る
と
は
、
大
谷

の
人
の
繋
が
り
が
逆
に
負
担

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

残
念
な
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
た
だ

一
つ
の
光
明
は
、
地
域
活
性
化
事
業
に

向
け
、
常
設
サ
ロ
ン
「
大
谷
ふ
れ
あ
い

の
里
谷
（
仮
称
）
」
の
開
設
に
向
け
、

大
谷
の
人
の
繋
が
り
が
、
再
び
、
発
揮

さ
れ
る
事
が
誇
ら
し
い
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
自
治
会
運
営
も
残
り

１
ヵ
月
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
14
町

内
会
２
４
０
０
世
帯
の
安
全
・
安
心
の

た
め
、
自
主
防
犯
活
動
と
し
て
、
大
谷

自
治
会
が
海
老
名
市
の
「
防
犯
モ
デ
ル

新自治会長に聞いてみました

地
区
」
第
１
号
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

大
谷
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・
青
パ
ト

ロ
ー
ル
車
巡
回
・
ラ
ン
ラ
ン
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
活
動
で
防
犯
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

会 員 数／２３６４世帯

年 会 費／２４００円

会長の選出／推薦

会　議（年）／総会１回

　　　　　　役員会12回

　　　　　　その他３～５回

自治会の概要　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
渦
中
で
の
自
治
会
活
動
を
思
う

本
郷
自
治
会

会
長　

二
見　

正
樹

　

例
年
で
す
と
、
４
月
の
総
会
で
会
長

に
就
任
に
し
て
、
新
た
な
気
持
ち
で
役

員
の
方
と
と
と
も
に
自
治
会
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
く
は
ず
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
先
が
見
え
な
い

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
、
４
月
の
総
会
か
ら

始
ま
り
、
関
連
団
体
へ
の
一
年
の
活
動

協
力
の
依
頼
、
本
郷
地
域
に
は
事
業
所

も
多
い
こ
と
か
ら
、
事
業
所
と
の
情
報

交
換
を
行
い
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

夏
祭
り
、
敬
老
の
集
い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
と
各
種
事
業
等
を
展
開
し
て
行

き
な
が
ら
、
そ
の
都
度
の
役
員
の
方
と

汗
を
流
し
、
達
成
感
や
反
省
会
を
飲
み

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
す
る
は
ず
で

し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
各
種
事
業
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

状
況
下
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要

性
を
痛
感
し
新
た
な
自
治
会
活
動
を
模

索
し
て
い
く
事
に
大
変
苦
労
を
致
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
役
員
の
方
と
相
談
を
し
て

本
郷
地
区
に
は
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
あ

り
、
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
一
年

が
経
過
し
た
こ
と
で
地
域
と
し
て
ゴ
ミ

の
減
量
化
・
資
源
化
の
啓
発
運
動
を
行

い
地
域
と
し
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
分

別
の
重
要
性
の
認
識
を
促
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
社
会
と
共
生
し
た
今

後
の
自
治
会
活
動
を
実
施
し
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
役
員
一
同
で
模
索
し

て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
来
年
は
例
年
通
り
の
地

域
自
治
活
動
が
出
来
る
こ
と
を
切
に
望

み
ま
す
。会 員 数／５５４世帯

年 会 費／持家3000円
　　　　　　借家1600円

会長の選出／選考委員会
　　　　　　にて選出

会　議（年）／総会１回
　　　　　　定例会10会

自治会の概要 　
自
治
会
長
に
な
っ
て

上
今
泉
一
丁
目
自
治
会

会
長　

戸
田　

利
久

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
策
の
観
点
か
ら
、
自
治
会
や

連
合
自
治
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
半
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
回
覧
を

回
す
に
も
賛
否
が
あ
り
ま
し
た
が
、
半

数
以
上
の
世
帯
は
、
各
戸
の
ポ
ス
ト
を

利
用
し
て
回
覧
し
て
い
ま
す
の
で
、
５

月
末
よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
連
絡
協
議
会
、
青
少
年
健
全

育
成
連
絡
協
議
会
等
の
総
会
や
会
議
が

書
面
会
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
会
議
に
参
加
す
る
に
は
、
現
役
で
仕

事
を
し
な
が
ら
で
は
、
大
変
な
事
だ
と

思
わ
れ
ま
す
し
、
家
族
の
協
力
が
必
要

に
な
る
と
実
感
ま
し
た
。

　

町
内
を
一
周
し
て
み
る
と
、
大
き
な

公
園
が
な
い
為
、
災
害
発
生
時
、
一
時

避
難
所
と
な
る
小
さ
な
公
園
が
数
か
所

あ
る
の
み
、
広
い
場
所
と
い
え
ば
小
学

校
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
小
学

校
は
、
近
隣
の
人
々
が
避
難
し
て
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
家
が
倒
壊
し
な

け
れ
ば
、
自
宅
待
機
を
し
た
方
が
良
い

と
も
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
集
積
所
は
、
各
町
内
会

で
清
掃
し
て
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
と
き
ど
き
見
ら
れ
る
、
指
定
ゴ
ミ

以
外
の
投
棄
や
収
集
日
以
外
の
家
庭
ご

み
が
捨
て
て
あ
り
、
カ
ラ
ス
が
撒
き
散

ら
し
て
い
て
清
掃
が
大
変
に
な
り
ま
す
。

各
人
の
マ
ナ
ー
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
様
な
こ
と
を
会
員
の
方
々
に
周

知
し
、
理
解
と
協
力
を
頂
く
為
に
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
為
、
多
く
の
人

と
会
え
な
か
っ
た
事
は
、
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

　
「
出
会
い
」
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
実
感
し
ま
し
た

ル
ネ
・
エ
ア
ズ
ヒ
ル
自
治
会

会
長　

佐
藤　

和
子

自
治
会
長
の
経
緯

　

専
業
主
婦
で
、
ど
こ
ま
で
出
来
る
か

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
引
き

受
け
致
し
ま
し
た
。

自
治
会
へ
の
か
か
わ
り
は
（
地
域
と
の

か
か
わ
り
）

　

今
ま
で
は
、
お
祭
り
や
各
種
行
事
で

少
し
参
加
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
治

会
の
役
員
は
初
め
て
回
っ
て
き
た
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
か
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

自
治
会
長
と
し
て
得
た
こ
と
、
ま
た

困
っ
た
こ
と

　

子
ど
も
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
っ

た
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
会
長

を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ

た
近
隣
の
自
治
会
長
さ
ん
や
、
市
の
職

員
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

感
想

　

会
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
こ

こ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が

出
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
役
員
会
は
書

面
に
な
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

６
月
頃
か
ら
徐
々
に
会
議
も
再
開
し

た
の
で
す
が
、
最
初
は
か
な
り
緊
張
し

て
参
加
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、

優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
本
当

に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
一
年
、
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
様
、
自
治
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
が
無
い
と
務
ま
ら
な
い
役
職
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
土
日
外
出

す
る
私
を
笑
顔
で
見
送
っ
て
く
れ
た
家

族
に
も
感
謝
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会 員 数／５９３世帯

年 会 費／１２００円

会長の選出／任意

会　議（年）／総会１回

　　　　　　例会１２回

自治会の概要

会 員 数／５７６世帯

年 会 費／２４００円

会長の選出／各町内会で
　　　　　　持回り

会　議（年）／例年15回
　　　　　　　　　以上

自治会の概要
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私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
学
校
が
終
わ

る
と
毎
日
、
川
へ
魚
取
り
に
行
っ
た
。

キ
ラ
キ
ラ
し
た
水
の
流
れ
る
川
を
下
流

か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
魚
を
追
い
網
で

捕
る
。
ハ
ヤ
、
ヤ
マ
メ
、
ウ
グ
イ
な
ど

き
れ
い
で
ピ
チ
ピ
チ
し
た
魚
が
た
く
さ

ん
捕
れ
た
。

　

夏
休
み
に
は
朝
早
く
か
ら
森
へ
出
か

け
、
ク
ヌ
ギ
の
樹
液
に
群
が
る
カ
ブ
ト

ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
を
取
り
に
行
っ

た
。
午
後
は
セ
ミ
取
り
だ
。
う
る
さ
い

ほ
ど
鳴
く
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ

ミ
を
日
の
暮
れ
る
ま
で
追
い
か
け
た
。

　

地
域
に
は
行
事
が
あ
っ
た
。
お
正
月

に
は
戸
別
に
シ
シ
マ
イ
が
来
て
頭
を
か

ま
れ
る
。
小
さ
な
弟
は
怖
く
て
泣
い
た

も
の
だ
。
餅
つ
き
も
近
所
の
み
ん
な
で

参
加
し
た
。
つ
き
た
て
の
餅
は
熱
く
て
、

柔
ら
か
く
て
お
い
し
か
っ
た
。

　

い
ま
私
た
ち
が
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
な
ん
だ
ろ
う
？
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
な
り
交
通
が
発
展
し
便
利
に
な

り
、
住
民
が
増
え
た
。

　

し
か
し
、
以
前
あ
っ
た
森
は
住
宅
地

に
な
り
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
水
の
流
れ
る

川
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
。

誰
も
が
地
域
近
隣
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
た
め
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出

せ
る
よ
う
に
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は

何
か
思
い
だ
せ
る
も
の
を
引
き
継
い
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
私
た
ち
の
使
命
は
子
ど
も
た

ち
の
思
い
出
づ
く
り
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
楽
し
い
行
事
を
子

ど
も
た
ち
に
経
験
し
て
も
ら
い
、
楽
し

い
思
い
出
の
一
つ
に
加
え
て
も
ら
い
、

彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
次
の
世

代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
行
事
を
残
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

河
原
口
連
合
自
治
会
は
、
厚
木
駅
か

ら
有
鹿
神
社
ま
で
の
地
域
で
第
一
・

二
・
三
自
治
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
約
二
千
二
百
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

主
な
行
事
は
、

①
７
月
有
鹿
神
社
祭
礼
「
子
ど
も
神

輿
」　

②
８
月
「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」

③
９
月
「
敬
老
の
つ
ど
い
」

④
10
月
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

⑤
11
月
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
あ
り
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
有
鹿
小
学
校
の
児
童
が

安
心
し
て
下
校
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

と
協
力
し
て
帰
宅
時
に
引
率
す
る
「
ふ

れ
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
」
「
ラ
ジ
オ
体

操
」
「
防
災
訓
練
」
さ
ら
に
相
模
川
に

沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
道
路
清
掃
・
草
刈
り
」
を
生
産
組

合
他
の
協
力
を
得
て
年
４
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
残
念
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
行
事
を
自
粛

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
自
治
会
館
の
老
朽
化
に

よ
る
増
改
築
を
市
の
ご
協
力
に
よ
り
実

施
、
本
年
３
月
に
完
成
し
、
安
全
・
安

心
な
建
物
、
高
齢
者
や
子
ど
も
に
や
さ

し
い
会
館
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
自
治
会
は
相
模
川
に
近
接
し

た
唯
一
の
地
域
に
あ
る
た
め
、
台
風
時

に
水
害
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。
一
時
避

難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
建
物
を
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
一
昨
年
、
海
老
名
市
総
合
福

祉
会
館
で
催
し
た
「
敬
老
の
つ
ど
い
」

の
様
子
で
す
。
百
三
十
四
名
が
食
事
と

歌
や
踊
り
で
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
み
ま

し
た
。
自
治
連
主
催
の
活
動
報
告
に
応

募
し
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
、河
原
口
連
合
自
治
会

河
原
口
第
三
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

中
澤　

孝
江

　

私
た
ち
国
分
寺
台
自
治
会
は
、
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
防
犯
・
防
災

活
動
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
と
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
先
人
た
ち

の
苦
労
と
努
力
の
賜
物
で
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
は
、
市
内
中
東
部
に

位
置
し
、
東
側
で
綾
瀬
市
に
接
し
て
い

ま
す
。
元
々
は
、
大
谷
の
一
部
で
あ
り
、

田
畑
の
他
は
森
林
や
荒
地
の
広
が
る
地

域
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昭
和

37
年
か
ら
開
発
が
行
わ
れ
は
じ
め
、
昭

和
40
年
頃
に
は
、
現
国
分
寺
台
自
治
会

の
造
成
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

家
屋
も
続
々
と
建
ち
は
じ
め
、
昭
和
44

年
に
は
国
分
寺
台
自
治
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
昨
年
度
で
、
当
自
治
会
も
創
立

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
私
自
身
も
54

年
間
こ
の
街
を
見
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
創
立
当
初
は
、
若
く
て
活
気

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
体
制
を
整

え
た
り
、
会
員
を
ま
と
め
た
り
で
大
変

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地

域
も
生
き
て
い
ま
す
。
経
年
に
よ
り
若

か
っ
た
世
帯
も
壮
年
期
を
経
て
熟
年
期

を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
、
二
代
目
で
す

が
、
そ
れ
で
も
高
齢
者
年
齢
で
す
。
こ

の
変
化
の
も
と
、
高
齢
化
対
応
が
自
治

会
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
十
年
来
で
大
き
な
変

化
が
表
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
若
い
世

帯
が
数
多
く
移
り
住
ま
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
治
会
と
し

て
も
高
齢
化
対
応
の
み
な
ら
ず
、
若
い

世
帯
と
の
融
合
や
お
互
い
に
補
完
し
共

助
が
生
ま
れ
る
活
動
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
そ
の
時
の
情
勢
に
合

わ
せ
、
こ
の
自
治
会
が
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

若
い
世
帯
と
の
交
流
を
目
ざ
し
て

国
分
寺
台
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

折
本　

清
和

地
域
の
思
い
出
づ
く
り

東
柏
ケ
谷
二
丁
目
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

中
垣　
　

洋

▲夏祭り（令和元年）

▲敬老のつどい（令和元年）

▲夏祭り子ども神輿（令和元年）
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当
自
治
会
は
平
成
10
年
頃
ま
で
「
杉

久
保
自
治
会
」
と
い
う
単
一
の
自
治
会

組
織
と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
翌

年
の
平
成
11
年
か
ら
住
宅
開
発
・
道
路

拡
張
等
の
進
展
に
よ
る
人
口
の
急
増
区

画
整
理
に
よ
り
「
杉
久
保
南
部
自
治

会
」
「
杉
久
保
北
部
自
治
会
」
に
分
割

変
更
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
行
政
の

住
居
表
示
変
更
に
よ
る
境
界
区
割
り
も

行
わ
れ
ま
し
た
が
自
治
会
諸
活
動
・
行

事
・
関
係
団
体
と
の
協
力
支
援
は
南

部
・
北
部
自
治
会
と
し
て
一
体
的
運
営

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
地

元
地
域
を
築
き
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
多
く
の
諸
先
輩
様
方
に
敬
意
を

持
ち
な
が
ら
今
年
度
を
務
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
通
常
総
会
・

支
部
長
会
議
の
開
催
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
時
期
を
経
れ
ば
開
催
で
き
る

の
で
は
な
い
か
等
日
程
に
つ
い
て
ぎ
り

ぎ
り
の
選
択
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
盆
踊
り
・
敬
老
の
つ
ど
い
の
中

止
を
始
め
多
く
の
諸
行
事
の
実
施
が
困

難
に
な
り
諸
行
事
の
中
止
を
決
断
し
、

そ
の
お
知
ら
せ
を
回
覧
す
る
際
に
は
地

元
の
皆
さ
ま
や
関
係
団
体
様
の
顔
が
目

に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
例
年
な
ら
ば

催
し
物
を
開
催
し
、
準
備
を
含
め
て
多

く
の
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
の
に
大
変

残
念
で
す
。
敬
老
の
つ
ど
い
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
自
治
会
と
し
て
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
役
員
間
で
話
し

合
い
を
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
検
討
委
員
会
を

設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
七
十
五
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
「
え
び
～
に
ゃ
」
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
た
タ
オ
ル
を
作
成

し
、
記
念
品
と
し
て
お
配
り
し
ま
し
た
。

ま
た
目
に
見
え
る
活
動
と
し
て
自
治
会

館
の
屋
根
の
補
修
工
事
や
玄
関
先
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
改
修
・
室
内
の
補
修
・
防
災

倉
庫
の
新
設
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
諸

行
事
は
来
年
度
以
降
、
自
治
会
本
部
役

員
間
で
知
恵
と
結
束
力
を
発
揮
し
、
少

し
で
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
割
れ
窓
の
理
論
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
最
近
は
、
小
さ
な
綻
び
が

大
き
な
問
題
に
繋
が
る
こ
と
の
対
策
や

整
理
整
頓
な
ど
で
経
営
に
活
か
す
社
会

の
例
も
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
90
年

代
に
犯
罪
多
発
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
犯
罪
件
数
を
半
減
し
た
ジ
ュ
リ
ア
ー

ニ
市
長
が
有
名
な
例
に
あ
る
よ
う
に
、

評
論
は
米
国
の
Ｇ
ケ
リ
ン
グ
教
授
が
80

年
代
に
永
年
の
調
査
上
で
考
案
し
た

「
建
物
の
窓
が
壊
れ
て
い
る
の
を
放
置

す
る
と
誰
も
地
域
に
関
心
を
払
っ
て
い

な
い
サ
イ
ン
と
な
り
、
犯
罪
を
起
こ
し

や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
」
と
分
析
し

て
、
犯
罪
発
生
を
防
ぐ
に
は
、
地
域
の

秩
序
維
持
が
大
切
で
地
域
社
会
と
警
察

の
協
力
が
効
果
的
と
し
た
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
Ｇ
ケ
リ
ン
グ
教
授
が
こ
の

理
論
を
作
る
上
で
参
考
と
し
た
も
の
の

ひ
と
つ
が
日
本
の
交
番
制
度
で
あ
り
、

教
授
が
日
本
で
見
た
も
の
は
交
番
が
犯

罪
者
を
捕
ま
え
る
た
め
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
よ
り
も
、
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
縄
張
り
と
当
事
者
意
識
を
高
め
る
た

め
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。
犯
罪

は
原
因
と
機
会
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
発

生
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
交
番
制
度

が
犯
罪
の
機
会
を
奪
う
実
践
と
結
論
つ

け
た
そ
う
で
す
。
割
れ
窓
理
論
は
地
域

の
綻
び
を
警
察
と
住
民
が
協
力
し
て
、

す
ぐ
に
修
繕
す
る
運
動
と
し
て
全
米
で

広
ま
り
、
そ
れ
以
前
の
車
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
や
威
圧
的
な
監
視
に
よ
る
警
察

活
動
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ポ
リ
ッ
シ
ン

グ
へ
転
換
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
政
策
と
し
て
行
き
過
ぎ

た
秩
序
維
持
は
負
の
面
も
併
せ
持
ち
、

近
年
は
不
寛
容
へ
の
危
険
が
批
判
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
Ｇ

ケ
リ
ン
グ
教
授
の
割
れ
窓
理
論
の
原
点

を
見
つ
め
直
す
時
期
に
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

原
点
を
見
つ
め
な
お
す

国
分
寺
台
４
丁
目
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

前
田　

正
晴

　

本
年
度
は
四
月
開
始
時
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
が
中
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
、

例
年
実
施
し
て
い
る
行
事
・
活
動
は
ほ

ぼ
中
止
の
状
況
で
す
。

　

当
自
治
会
が
市
か
ら
管
理
を
任
さ
れ

て
い
る
九
基
の
掲
示
板
の
老
朽
化
が
進

み
、
掲
示
物
が
貼
れ
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
ま
し
た(

写
真
①)

。
掲
示
板
は
重

要
な
広
報
手
段
で
あ
り
掲
示
板
に
よ
り

市
、
自
治
会
活
動
の
情
報
を
得
て
い
る

人
も
多
く
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
本
年
度
こ
の
掲
示
板
（
九

基
）
の
修
理
を
す
る
こ
と
を
自
治
会
の

役
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
地
域
づ
く

り
課
、
自
治
連
等
か
ら
の
情
報
に
基
づ

き
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
自
治
会
内
に
あ
る
敬
老
会
、
カ

ミ
ロ
ク
ユ
ウ
ユ
ウ
会
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
作
業
は
11
月
末
か
ら
始
め
て
12
月

中
旬
で
終
了
し
ま
し
た
。
修
理
前
と
修

理
後
の
状
況
は
写
真
①
、
②
の
と
お
り

で
す
。
修
理
前
と
比
べ
て
新
品
同
様
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
課
の
事
業

補
助
金
、
自
治
連
の
掲
示
板
修
理
補
助

金
制
度
が
使
用
で
き
、
経
費
は
業
者
依

頼
の
場
合
に
比
べ
少
額
で
収
ま
り
ま
し

た
。
今
回
の
こ
の
事
業
で
の
成
果
と
し

て
は
、
経
費
が
安
く
済
ん
だ
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
敬
老
会
、
カ
ミ
ロ
ク
ユ
ウ

ユ
ウ
会
の
活
動
を
少
し
活
性
化
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
寒
い
中
参
加
し
て
頂
い

た
方
々
が
活
き
活
き
と
作
業
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た(

写
真
③)

。
自
治
会
と
し

て
は
ご
協
力
を
頂
い
た
敬
老
会
、
カ
ミ

ロ
ク
ユ
ウ
ユ
ウ
会
の
皆
様
に
感
謝
・
感

謝
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
案
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
力
を
い
か
し
て

上
今
泉
六
丁
目
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

松
本　

孝
夫

知
恵
と
結
束
力
で
‼

杉
久
保
北
部
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

金
子　

俊
郎

　令和 3 年 4 月に海老名市消防署西分署が開
署されます。西分署建設の基本方針は「消防
隊員や救急隊員の活動が身近に感じられ、地
域の未来に安全・安心をもたらす災害に強い
庁舎・初動体制の確立」です。24 時間勤務の
職員がストレスなく勤務できる生活スペース
を設け、女性職員のための女性エリアも備え
ています。
①工期　令和元年 9 月 27 日
　　　　　　　　　～令和 2 年 12 月 28 日
②敷地面積　2,306．85㎡
③規模・構造　鉄筋コンクリート造 2 階建て
④建物面積　建築面積　818.82㎡
⑤消防設備　
　　消防隊 1 隊（消防ポンプ自動車 1 台 )
　　救急隊 1 隊（高規格救急自動車 1 台 )
⑥工事費　6 億 7,300 万円 ( 継続費 )　

▲盆踊り（令和元年）

海老名市消防署西分署が
　　令和３年 4 月に開署
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－今年度の活動をPHOTOで振り返って見ました。

▲期間限定ポスター

で見る今年の活動‼

　

令
和
２
年
12
月
13
日
、
海
老
名
ザ
・

レ
ジ
デ
ン
ス
自
治
会
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
つ
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
こ
こ
に
海
老
名
市
で

60
番
目
の
自
治
会
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。

海
老
名
ザ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
居
住
者
の

方
々
、
及
び
関
わ
ら
れ
た
人
た
ち
の
地

域
に
寄
せ
る
思
い
が
あ
っ
て
の
自
治
会

誕
生
と
考
え
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
規
設
立
の
自
治
会
と
し
て
は
ル

ネ
・
エ
ア
ズ
ヒ
ル
自
治
会
以
来
17
年
ぶ

り
の
事
で
す
。
設
立
に
至
る
ま
で
管
理

組
合
の
理
事
長
・
理
事
の
方
々
、
管
理

会
社
の
方
々
と
市
役
所
・
自
治
連
で
打

合
せ
を
数
年
に
わ
た
り
お
こ
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
自
治
連
、
市
役
所
の
関

係
者
と
も
ど
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

変
動
す
る
世
の
中
で
、
地
域
の
見
守

り
や
、
安
全
・
安
心
な
環
境
の
維
持
、

困
り
ご
と
の
解
決
な
ど
で
市
役
所
が
最

も
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
団
体
は
自
治
会

で
す
。

　

海
老
名
ザ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
自
治
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
治
連
を
通
し
て

市
役
所
へ
の
よ
り
良
き
提
言
や
地
域
活

性
化
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
市
や
市
内
自

治
会
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
い
た
だ
き
、

自
治
会
活
動
を
さ
ら
に
良
い
も
の
に
す

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
自
治
会
活
動
で
さ
ら
に
良

い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

正
式
決
定‼
市
内
60
番
目
自
治
会

海
老
名
ザ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
自
治
会　

　

平
成
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
杉
久
保

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
築
25
年

と
な
る
令
和
元
年
８
月
よ
り
大
規
模
改

修
工
事
の
た
め
、
休
館
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
令
和
２
年
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
面
は
一
部
利
用

制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
多
く
の

利
用
者
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

レ
ク
室
（
体
育
館
）
に
は
、
利
用
者

待
望
の
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
、
真
夏

で
も
快
適
に
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
に
不
評

だ
っ
た
畳
敷
き
の
集
会
室
が
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
と
な
り
、
椅
子
に
よ
る
利
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
１
・

２
階
間
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
他

に
は
、
実
習
室
（
調
理
室
）
が
調
理
だ

け
で
な
く
書
道
・
華
道
・
茶
道
な
ど
の

講
習
や
会
議
が
で
き
る
多
目
的
室
と
な

り
「
い
き
も
の
が
か
り
」
の
聖
地
と
し

て
知
ら
れ
る
音
楽
室
は
、
よ
り
防
音
性

能
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体
・
個
人

と
も
に
３
ヵ
月
先
ま
で
予
約
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
団
体
の
場
合
は
最
大
５
回

の
予
約
が
で
き
ま
す
。
新
し
く
・
使
い

や
す
く
な
っ
た
杉
久
保
コ
ミ
セ
ン
が
文

字
通
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

（
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン　

「
杉
久
保
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

杉
久
保
南
部
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

菅
原　
　

孝　

　

国
分
杉
本
自
治
会
は
全
世
帯
数
が

２
７
０
世
帯
余
り
の
市
内
で
も
比
較
的

小
さ
な
自
治
会
で
す
。
昨
今
で
は
海
老

名
駅
周
辺
の
開
発
に
伴
い
新
し
く
住
ま

わ
れ
る
方
々
も
多
く
、
も
と
よ
り
目
久

尻
川
周
辺
の
自
然
環
境
の
良
さ
も
手
伝

い
小
さ
な
お
子
様
を
持
つ
若
い
世
代
の

転
入
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

年
間
事
業
と
し
ま
し
て
は
近
年
町
内
会

に
担
当
を
お
願
い
し
運
営
し
て
い
る
美

化
デ
ー
や
公
園
清
掃
の
美
化
事
業
を
は

じ
め
、
防
犯
防
災
事
業
と
し
て
避
難
所

開
設
訓
練
と
餅
つ
き
大
会
、
親
睦
事
業

と
し
て
ど
ん
ど
焼
き
に
加
え
昨
年
度
は

新
た
に
夕
涼
み
会
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
但
し
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
て
事
業
が
中
止
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
な
限
り
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
役
員
に
若
い
世
代
を
含

む
新
し
い
顔
ぶ
れ
の
方
が
多
く
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
本
部
の
連
絡

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
導
入
し
短
時
間
に

的
確
な
情
報
の
伝
達
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
共
通
認
識
は
会
長
を
含

め
各
役
員
の
受
け
持
つ
案
件
や
事
業
を

的
確
に
早
く
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
結
果
事
業
に

携
わ
る
役
員
の
方
々
に
明
確
な
役
割
伝

達
が
で
き
、
参
加
者
獲
得
の
好
循
環
を

生
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
自
分

の
役
割
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ

り
自
治
会
に
参
加
す
る
喜
び
と
会
の
存

在
理
由
を
理
解
す
る
要
因
と
な
り
え
て

い
る
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
役
員
の
集
ま
る

会
議
は
組
織
形
成
に
お
い
て
重
要
な
事

柄
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り

で
す
。
「
関
係
づ
く
り
」
の
大
切
さ
は

役
員
選
出
や
災
害
時
の
対
応
を
考
え
た

場
合
、
顔
が
見
え
る
関
係
性
を
好
転
さ

せ
る
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
自
治
会

は
行
政
の
窓
口
機
関
で
あ
る
前
に
、
地

元
の
大
き
な
受
け
皿
で
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
行
政
と
共
同
歩

調
を
と
る
こ
と
は
大
前
提
で
す
。
し
か

し
自
治
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
自

ら
が
会
の
運
営
役
員
を
選
出
す
る
中
に

お
い
て
委
嘱
員
の
選
出
、
町
内
設
備
の

維
持
、
地
区
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

の
向
上
を
担
う
こ
と
の
負
担
が
現
在
の

自
治
会
運
営
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

も
事
実
だ
と
活
動
に
参
加
し
感
じ
ま
し

た
。
今
後
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
を
踏

ま
え
た
う
え
で
も
、
若
い
世
代
に
も
年

配
の
世
代
で
も
、
全
て
の
世
代
が
輝
き

共
に
協
力
し
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
こ

そ
が
自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
の
運
営
が
組
織
の
役
職
を
名

目
的
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
誰
で
も

活
躍
で
き
る
仲
間
づ
く
り
の
場
に
な
る

事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
既
存
の
「
自
治

会
」
と
い
う
概
念
を
一
度
見
直
し
、
一

部
の
役
員
に
負
担
が
偏
ら
な
い
組
織
と

し
て
「
ご
近
所
ネ
ッ
ト
」
な
ど
世
話
役

に
よ
る
運
営
の
平
準
化
を
目
指
し
形
骸

化
し
た
組
織
の
形
を
変
え
る
こ
と
も
一

案
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
何
々
だ
か
ら
、
で
き
な
い
」
で
は

な
く
「
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
、
ど
の
よ

う
に
補
っ
て
い
く
か
」
と
い
う
、
支
え

あ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
実
践
で
き
る
こ

と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
活
躍
で
き
支
え
あ
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

国
分
杉
本
自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

髙
橋　

裕
之

▲杉久保コミセン外観・内観

▲

海
老
名
ザ
・
レ
ジ
デ
ン
ス



＊えびな北高齢者施設………………海老名市上今泉4-8-28　  　TEL：046-231-5888

ホームページは「中心会」で検索！！

　　　　高齢者の介護と暮らしを応援します。

　　　　　　　　　　　ご相談は・・・
　　　　海老名北地域包括支援センター　TEL:046-231-6061

　　　　海老名南地域包括支援センター　TEL:046-238-7691

＊中心荘第一・第二老人ホーム……海老名市上今泉4-7-1　 　　TEL：046-231-7152
＊えびな南高齢者施設………………海老名市杉久保南3-31-6 　 TEL：046-238-7681

ボランティア
お話相手･掃除･ｼｰﾂ交換等

募集中！！
お問合せお待ちして

おります！

〒243-0427
　神奈川県海老名市杉久保南４-18－１

＜営業時間＞AM8:00 ～ PM8:00　＜定休日＞日曜
046-238-3878☎

令和３年３月１日 （7）自 治 連 だ よ り第 48 号

PHOTO
活動報告（ピックアップ）

－今年度の活動をPHOTOで振り返って見ました。

【総務部会】
　本年度の部会活動は総務部会に限らず“コロナ禍”で活動が縮
小され、座学研修や施設研修は取りやめとなりました。また、
安全安心フェスティバルも感染防止で中止となり、功労者表彰
もなくなりました。
加入率の向上については、専門部会で継続となっていましたが、
踏み込んだ活動が出来ず引き続き、手だてを探すべく持ち越し
となりました。
　泉地区の海老名ザ・レジデンスの自治会設立が12月の設立総
会で正式に承認され、60番目の自治会として仲間入りが決まり
ました。同時に同地区内で新しいマンションの１棟目の建設が始
まりました。建設業者の㈱長谷工コーポレーションとは、工事
の進め方に対し周辺自治会・自治連と確認書の取り交しを既に
行っていますが、完成時の加入促進に向け、周辺マンション群
も含め市役所の支援を頂きながら進捗させたいと思っています。
　集まっての活動が中々できない状況が続いていますが、しば
らくは優先順位を決めながら案件・課題に挑戦したいと思って
います。
【戸建て防災部会】
　自治連戸建て防災部会は8月28日に委員６名で発足しました。
戸建て住宅の地区防災計画を策定し、自助・共助・公助を基に
防災・減災を目指していきます。特に自治連としては、共助の
実現に力をいれた計画づくりを考えています。
　災害対策としては、ハザードマップを基に地震・洪水・土砂
崩れを想定し、特に洪水の危険性に関心が高いことから災害ボ
ランティアネットワーク主催「風水害から身を守る」講座へ自
治連も参加し、海老名市在住、元川崎消防局勤務の中村氏より
講義を聞きました。
　来年度早々にも地区防災計画の策定に着手する予定です。
【マンション防災部会】
　今年度の目標は、マンション10自治会の地区防災計画を市
の地域防災計画に登録する事でした。市役所危機管理課の指導
の下、地域づくり課と協働し、各自治会で計画詳細をつめてい
ただき、令和３年２月22日（月）の市防災会議にて承認され
ました。部会メンバー含め関係者の方々に感謝申し上げます。
昨今防災に関心が寄せられる中、来年度は戸建てを含む自治会
の地区防災計画を視野に入れて進めていきます。
【防犯部会】
　今年度の海老名市自治連防犯部会では昨年までに自治会長さ
んから寄せられた意見を基に、地域防犯パトロールに警察官の
同行をお願いしてプロの視点での防犯アドバイスを頂く「地域
＆交番合同パトロール」を実施して地域と警察官との協力体制
を確認することができました。
　交番制度や地域団体の美化や防災、福祉活動などの有機的な
結合が結果的に世界に冠たる日本の犯罪発生率の低さにも繋
がっていることと、そのために自治会の果たす役割が大きいこ
とを再確認することができました。
【ＰＲ部会】
　自治会加入促進に向け次の事業を実施しました。
①三井住友銀行ショーウィンドーで自治会活動の写真展示
②海老名駅西口自由通路（動く歩道）にあるデジタルサイ
ネージ及び市役所１階正面入口の大型スクリーンで自治連
ＰＲ動画を放映
③市役所１階エントランスホールでの自治会活動写真展示
④加入促進月間キャンペーンを各自治会で実施
⑤神奈川県協働制作企画として、自治会加入チラシ「ふれあ
いの輪を広げよう！」の活用
⑥新型コロナウイルス感染症を受けて、期間限定の自治連ポ
スターを作成

　今年度は、コロナ禍状況下での活動でした。社会環境・意識
の変化に伴い、今後ますます、自治会の役割が重要視されてい
くなか、行政・自治連と連携し、あらゆる機会を捉え、加入促
進のＰＲに努めていく必要があると思います。
【広報部会】
　部会員との会議は、初回と紙面校正の２回でしたが、紙面校
正については、あらかじめ決めていた“コロナ禍”での活動や地
域の関心ごとをまとめて記事を組み立てました。
　内容的には、例年と同じく８ページ建のタブロイド判で記事
をまとめ３月初旬発行を目途に活動しました。
　事務局を通して依頼各位・担当との連絡をとりながら進めて
まいりました。特にコロナ禍で広告掲載に苦労があったとの報
告もありましたが、企業の皆様のご協力を賜り、広告掲載も無
事に完了いたしました。本当にありがとうございました。
　記事の全体としては、コロナ禍での各自治会の現状や実情が、
各ブロック長から報告され纏められました。今後（あっては欲
しくありませんが）こうした感染症対策や非常事態時での対策、
取り組みに一石を投じたのではないかと思っています。
　ご協力を頂いた会員の皆さんや原稿協力にあらためて感謝し、
御礼申し上げます。

各専門部会報告 自治連専門部会の今年度の活動状況を報告します。

▲期間限定ポスター

▲加入促進＠三井住友銀行ショーウインドウ

▲交番との合同パトロール

▲自治連役員会議

▲市長表敬訪問▲県未来創生課と協働した加入チラシの活用

で見る今年の活動‼

▲自治連活動写真展▲加入促進＠市役所１階
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海
老
名
署
か
ら
、
昨
年
（
令
和
２

年
）
の
犯
罪
認
知
件
数
（
暫
定
値
）
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
【
別
紙
参
照
】
念

願
で
し
た
１
０
０
０
件
以
下
の
達
成
も
、

更
に
昨
年
件
数
を
大
幅
に
下
回
る
、
海

老
名
署
開
設
以
来
最
小
件
数
６
５
３
件

を
達
成
し
ま
し
た
。
見
事
に
３
年
連
続

で
前
年
件
数
を
下
回
る
１
０
０
０
件
以

下
の
実
現
を
み
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
年
初
来
コ
ロ
ナ
問
題
で
４

月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
で
た
り
、
三
密

回
避
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
等
、
ま
た
公
共

施
設
の
使
用
制
限
や
イ
ベ
ン
ト
自
粛

等
々
、
１
０
０
年
に
一
度
と
い
う
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

状
態
で
の
一
年
で
し
た
。

　

犯
罪
の
罪
種
に
よ
っ
て
は
、
多
く
の

人
の
集
ま
り
の
制
限
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、

三
密
の
日
常
対
応
効
果
も
あ
り
、
大

幅
に
減
少
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

（
万
引
き
等
）

　

最
少
件
数
の
達
成
に
は
、
警
察
署
の

努
力
と
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
異
事
情
の

中
で
、
充
分
な
啓
発
活
動
等
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
活
動

を
続
け
て
き
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
達
成
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
尽
力
に
感
謝
と
敬

意
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
年
後
半
に
お
い
て
、
各
地
域
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
警
察
官
も
同
行
し
て

も
ら
い
、
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
地
域
と
警
察
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
も
犯
罪
減
少
の
要

因
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
道
な
活
動
を
通
し
て
、
防
犯
意

識
の
高
揚
を
醸
成
し
、
犯
罪
減
少
の
一

助
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
年
間
５
０
０
件
以
下
と
い

う
大
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
更
に
安
全
・

安
心
な
街
を
目
指
す
べ
く
ギ
ア
が
一
段

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
目
標
値
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
確
実
に
減
少
へ

と
一
歩
踏
み
出
し
た
事
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
分
析
さ
れ
た
罪
種
状
況
を
基

に
、
継
続
し
て
こ
の
５
０
０
件
以
下
の

目
標
値
達
成
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
も
コ
ロ
ナ
と
い
う
大
き
な
壁
が

立
ち
は
だ
か
り
ま
す
が
、
地
域
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
し
、
積
極
的
に
諸

対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
状
況
を
罪
種
別
に
み

て
み
ま
す
と
、
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
記
載
し
た
よ
う
に
絶
対
件
数
は

６
５
３
件
（
昨
年
８
１
８
件
）
と
最
小

（
20
％
減
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
罪
種

に
よ
っ
て
は
増
加
し
た
犯
罪
も
あ
り
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
モ
グ
ラ
た
た
き

が
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
が
、
早
く
落
ち

着
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
的
に
は
、
例
年
絶
対
件
数
を
押

し
上
げ
て
い
た
自
転
車
盗
は
、
数
年
前

ま
で
は
４
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
何
と
か
１
０
０
件
台
（
１
３
０

件
）
で
の
数
字
に
落
ち
着
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
か
、
不

要
不
急
な
外
出
の
減
少
や
イ
ベ
ン
ト
等

の
中
止
で
人
出
の
減
少
も
あ
り
、
万
引

き
が
大
幅
に
減
少
し
（
１
０
０
件
以
下

の
87
件
）
、
総
件
数
減
少
に
大
き
く
寄

与
し
ま
し
た
。

　

増
加
し
た
犯
罪
は
、
置
き
引
き
・
部

品
盗
・
詐
欺
盗
等
あ
り
、
課
題
を
残
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
次
年
度
課
題
と

し
て
、
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
始
め
と

す
る
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
も
継
続
し
た

取
り
組
み
で
減
少
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
継
続
し
た
活
動
に
プ
ラ
ス
α

し
た
対
策
を
打
ち
出
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
防
犯
対
策
と
し
て
、
警
察

署
と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、

ま
た
各
地
域
で
の
防
犯
講
話
、
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
啓
発
活
動
等
々
、

警
察
署
と
協
働
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
や

各
種
団
体
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

出
来
る
事
か
ら
犯
罪
件
数
減
に
根
気
よ

く
活
動
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
関
係
者
に
取
材
し
、
纏
め
ま
し
た
。

総
務
部
会
長　

栗
山　
明
郎
）

＊
前
年
に
比
し
減
少
し
た
主
な
犯
罪

　

・
万
引
き　
　
　
　
　
　

42
件

　

・
粗
暴
犯　
　
　
　
　
　

36
件

　

・
置
き
引
き　
　
　
　
　

28
件

　

・
自
転
車
盗　
　
　
　
　

18
件

　

・
車
上
狙
い　
　
　
　
　

11
件

　

・
オ
ー
ト
バ
イ
盗　
　
　

８
件

　

・
空
き
巣　
　
　
　
　
　

８
件

　

・
そ
の
他　
　
　
　
　
　

43
件

＊
増
加
し
た
主
な
犯
罪

　

・
部
品
盗　
　
　
　
　
　

12
件

　

・
詐
欺
盗　
　
　
　
　
　

11
件

　

・
そ
の
他
の
侵
入
盗　
　

９
件

　

・
そ
の
他
の
非
侵
入
盗　

22
件

　

・
知
能
犯　
　
　
　
　
　

３
件

Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 R１年 R２年 前年比
窃盗犯 844 858 821 848 619 568 493 －75
粗暴犯 60 62 69 61 69 60 24 －36
その他 151 156 165 190 174 190 136 －54
合　計 1,055 1,076 1,055 1099 862 818 653 －165

犯　罪

情　報

■海老名市の刑法犯発生状況

■地域別窃盗犯認知件数
地　　区 R２ R１ 増減 地　　区 R２ R１ 増減

中 央 一 丁 目 45 66 －21 下 今 泉 0 0 0
中 央 二 丁 目 61 70 －9 下 今 泉 一 丁 目 4 6 －2
中 央 三 丁 目 24 24 0 下 今 泉 二 丁 目 8 4 4
国 分 南 一 丁 目 4 5 －1 下 今 泉 三 丁 目 4 2 2
国 分 南 二 丁 目 6 2 4 下 今 泉 四 丁 目 1 2 －1
国 分 南 三 丁 目 4 0 4 下 今 泉 五 丁 目 1 1 0
国 分 南 四 丁 目 1 2 －1 柏 ヶ 谷 15 17 －2
国 分 北 一 丁 目 4 8 －4 東柏ケ谷一丁目 6 6 0
国 分 北 二 丁 目 2 4 －2 東柏ケ谷二丁目 8 11 －3
国 分 北 三 丁 目 3 3 0 東柏ケ谷三丁目 15 11 4
国 分 北 四 丁 目 2 2 0 東柏ケ谷四丁目 6 5 1
望 地 一 丁 目 1 2 －1 東柏ケ谷五丁目 9 5 4
望 地 二 丁 目 9 1 8 東柏ケ谷六丁目 2 2 0
勝 瀬 3 1 2 上 今 泉 0 0 0
大 谷 0 0 0 上 今 泉 一 丁 目 1 4 －3
大 谷 北 一 丁 目 1 2 －1 上 今 泉 二 丁 目 6 9 －3
大 谷 北 二 丁 目 0 2 －2 上 今 泉 三 丁 目 2 4 －2
大 谷 北 三 丁 目 0 2 －2 上 今 泉 四 丁 目 3 5 －2
大 谷 北 四 丁 目 6 1 5 上 今 泉 五 丁 目 3 3 0
大 谷 南 一 丁 目 0 1 －1 上 今 泉 六 丁 目 1 2 －1
大 谷 南 二 丁 目 3 1 2 杉 久 保 0 0 0
大 谷 南 三 丁 目 2 6 －4 杉久保北一丁目 1 0 1
大 谷 南 四 丁 目 1 2 －1 杉久保北二丁目 5 3 2
大 谷 南 五 丁 目 12 12 0 杉久保北三丁目 1 2 －1
浜 田 町 3 1 2 杉久保北四丁目 5 3 2
国分寺台一丁目 1 1 0 杉久保北五丁目 6 1 5
国分寺台二丁目 1 2 －1 杉久保南一丁目 0 1 －1
国分寺台三丁目 5 2 3 杉久保南二丁目 0 0 0
国分寺台四丁目 3 0 3 杉久保南三丁目 0 2 －2
国分寺台五丁目 0 0 0 杉久保南四丁目 3 1 2
中 新 田 4 2 2 杉久保南五丁目 0 0 0
中 新 田 一 丁 目 2 5 －3 中 河 内 2 4 －2
中 新 田 二 丁 目 3 3 0 上 河 内 0 1 －1
中 新 田 三 丁 目 7 4 3 本 郷 23 24 －1
中 新 田 四 丁 目 5 3 2 社 家 15 15 0
中 新 田 五 丁 目 3 6 －3 今 里 0 0 0
さ つ き 町 0 2 －2 今 里 一 丁 目 1 1 0
河 原 口 11 8 3 今 里 二 丁 目 1 6 －5
河 原 口 一 丁 目 6 4 2 今 里 三 丁 目 0 2 －2
河 原 口 二 丁 目 9 10 －1 中 野 0 0 0
河 原 口 三 丁 目 2 4 －2 中 野 一 丁 目 3 4 －1
河 原 口 四 丁 目 8 7 1 中 野 二 丁 目 2 0 2
河 原 口 五 丁 目 1 1 0 中 野 三 丁 目 1 1 0
上 郷 2 0 2 門 沢 橋 0 1 －1
上 郷 一 丁 目 5 8 －3 門 沢 橋 一 丁 目 2 1 1
上 郷 二 丁 目 0 0 0 門 沢 橋 二 丁 目 6 8 －2
上 郷 三 丁 目 1 4 －3 門 沢 橋 三 丁 目 1 6 －5
上 郷 四 丁 目 3 2 1 門 沢 橋 四 丁 目 3 4 －1
扇 町 23 52 －29 門 沢 橋 五 丁 目 3 2 1
泉 一 丁 目 0 1 －1 門 沢 橋 六 丁 目 1 4 －3
泉 二 丁 目 0 2 －2 
め ぐ み 町 11 19 －8 窃 盗 犯 総 件 数 493 568 －75

出所：海老名警察署
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広報部会員
（部 会 長）栗山　明郎（上今泉四丁目）

（副部会長）折本　清和（国分寺台）

（委　　員）髙橋　裕之（国分杉本）

（委　　員）草刈　豊蔵（望地）

（委　　員）真間　孝之（国分寺台３丁目）

（委　　員）中澤　孝江（河原口第三）

（委　　員）長井　　徹（東柏ケ谷六丁目）

（委　　員）金子　俊郎（杉久保北部）
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